
安
　

藤
　

和
　

風
Λ
自
由
の
群
像
Ｖ
碑
に
記
名
さ
れ
た
新
聞
人

犬

養

毅

の

影

響

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
　一
月
十
二
日
に
、
秋
田
市
牛
島
橋
通
町
（
旧
七
軒
町
）
で
生
ま
れ
た
安
藤
和
風
の
幼
名
は

国
之
助
で
あ
る
。
『
論
語
』
に
根
拠
を
も
つ
和
風
を
名
乗
っ
た
の
は
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
、
十
八
歳
の
と
き
で
あ



る
。
そ
れ
も
、
正
し
い
読
み
方
は
ハ
ル
カ
ゼ
で
、
ワ
フ
ウ
と
い
う
音
読
み
は
通
称
な
い
し
は
俳
号
で
あ
る
。

な
お
、
俳
号
・
雅
号
と
し
て
は
他
に
、
柳
外
、
夢
蝶
、
時
雨
庵
、
大
蕗
軒
、
白
松
子
、
太
平
山
人
な
ど
を
用
い
て
い

る
。築

山
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
楢
山
学
校
を
終
え
た
十
三
歳
の
和
風
は
、
明
治
十
二
年
に
県
立
太
平
学
校
中
学
師
範
予

備
科
に
入
学
す
る
が
、
維
新
で
没
落
し
た
士
族
の
な
ら
い
で
安
藤
家
の
家
計
は
火
の
車
、
和
風
も
半
年
ほ
ど
在
籍
し
た

だ
け
で
退
学
の
悲
運
を
免
れ
得
な
か
っ
た
。

当
時
は
、
自
由
民
権
運
動
が
澎
湃
と
し
て
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
秋
田
県
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
多
感
な

和
風
も
そ
う
し
た
風
潮
の
中
で
十
五
歳
の
と
き
に
楢
山
南
部
の
青
年
討
論
会
を
組
織
し
、
翌
年
に
は
秋
田
青
年
会
を
結

成
し
て
大
い
に
時
事
問
題
を
論
じ
た
。

時
代
の
流
れ
に
強
い
関
心
を
も
つ
和
風
は
、
明
治
十
五
年
七
月
に
保
守
派
で
あ
る
秋
田
中
正
党
の
秋
田
日
日
新
聞
に

入
社
す
る
が
、
十
一
月
に
は
、
改
新
党
系
の
秋
田
日
報
社
（
秋
田
魁
新
報
社
の
前
身
）
に
転
じ
た
。
こ
れ
が
、
長
年
に

わ
た
る
和
風
と
秋
田
魁
新
報
の
結
び
つ
き
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

当
時
の
秋
田
日
報
は
、
昭
和
七
年
の
五

∴

五
事
件
で
凶
弾
に
斃
れ
た
犬
養
毅
が
主
筆
と
し
て
論
陣
を
張
っ
て
お

り
、
和
風
も
犬
養
の
影
響
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

入
社
の
翌
年
、
和
風
は
秋
田
日
報
の
仮
編
集
人
に
な
る
が
、
町
田
忠
治
（
当
時
東
京
帝
大
の
学
生
）
な
ど
社
外
か
ら

寄
稿
さ
れ
た
論
説
が
官
吏
侮
辱
罪
に
問
わ
れ
、
裁
判
の
結
果
、
翌
年
三
月
か
ら
七
月
ま
で
四
ヵ
月
間
下
獄
を
強
い
ら
れ

た
。



な
お
、
和
風
は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
再
度
獄
中
生
活
を
経
験
す
る
が
、
こ
れ
は
、
盟
友
井
上
広
居
の
代
議
士

選
挙
に
さ
い
し
、
選
挙
違
反
の
罪
を
一
身
に
引
き
受
け
た
義
侠
心
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
一
年
、
和
風
は
彼
の
才
能
を
惜
し
む
篤
志
家
の
援
助
に
よ
っ
て
上
京
し
、
翌
年
、
高
橋
健
三
の
私
立
東
京

商
業
学
校
に
第
一
期
生
と
し
て
入
学
、
二
年
後
の
一
月
に
卒
業
す
る
と
同
時
に
御
法
川
直
三
郎
商
店
の
大
阪
支
店
に
就

職
、
八
月
に
は
堀
本
阿
似
と
結
婚
し
、
十
月
に
は
秋
田
県
の
内
務
部
に
雇
わ
れ
て
帰
秋
し
た
。

そ
の
後
、
秋
田
市
役
所
、
第
四
十
八
銀
行
な
ど
に
勤
め
る
が
、
三
十
三
年
九
月
、
三
十
四
歳
の
年
に
秋
田
魁
新
報
社

に
再
入
社
し
、
以
後
、
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
同
紙
に
拠
っ
て
健
筆
を
振
る
う
こ
と
に
な
る
。

秋
田
魁
新
報
は
、
中
央
、
地
方
を
通
じ
て
も
全
国
で
も
四
番
目
、
地
方
新
聞
と
し
て
は
二
番
目
に
古
い
歴
史
を
も
つ

新
聞
で
あ
る
。

「
魁

の

安

藤

か

、

安

藤

の

魁

か

」

多
彩
な
能
力
を
多
方
面
に
わ
た
っ
て
華
麗
に
花
開
か
せ
た
和
風
だ
が
、
そ
の
中
核
を
成
す
の
は
も
ち
ろ
ん
新
聞
人
と

し
て
の
活
躍
で
あ
る
。
「
魁
の
安
藤
か
、
安
藤
の
魁
か
」
と
い
う
表
現
が
端
的
に
そ
れ
を
現
し
て
い
る
。

復
帰
し
た
翌
年
に
早
く
も
主
筆
に
抜
擢
さ
れ
た
和
風
は
、
「
文
章
報
国
、
蹈
正
勿
懼
（
せ
い
を
ふ
ん
で
お
そ
る
る
な

か
れ
）
」
と
い
う
社
是
の
も
と
、
正
鵠
を
射
た
論
陣
を
活
発
に
展
開
し
て
い
く
。

眼
前
の
事
象
に
対
す
る
的
確
な
認
識
か
ら
出
発
し
、
古
今
東
西
に
わ
た
る
該
博
な
知
識
を
援
用
し
て
、
将
来
へ
の
予



言
的
先
見
性
に
満
ち
た
論
説
を
展
開
す
る
和
風
の
行
き
方
は
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
、
国

民
新
聞
社
長
か
ら
毎
日
新
聞
社
賓
と
な
っ
た
新
聞
界
の
大
御
所
徳
富
蘇
峰
も
賛
辞
を
惜
し
ん
で
い
な
い
。

和
風
の
筆
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
人
事
、
風
俗
等
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
及
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を
支
え
て

い
る
の
は
和
風
の
旺
盛
な
読
書
力
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
古
今
東
西
の
万
巻
の
書
を
次
々
に
読
破
し
、
そ
の
博
覧
強
記
ぶ

り
は
周
囲
の
者
た
ち
を
驚
嘆
さ
せ
た
。

和
風
が
蔵
書
の
一
部
を
初
め
て
県
立
図
書
館
に
寄
贈
し
た
の
は
大
正
五
年
の
よ
う
だ
が
、
本
人
没
後
も
遺
族
の
手
に

よ
っ
て
寄
贈
が
続
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
今
膨
大
な
「
時
雨
庵
文
庫
」
と
し
て
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

新
聞
編
集
者
と
し
て
の
業
績
と
同
時
に
、
新
聞
社
経
営
の
面
で
も
和
風
の
手
腕
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
大

正
十
二
年
、
和
風
は
そ
れ
ま
で
の
匿
名
組
合
組
織
を
改
め
て
、
秋
田
魁
新
報
社
を
資
本
金
十
万
円
の
株
式
会
社
と
し
、

編
集
、
営
業
と
も
に
近
代
的
な
も
の
に
一
変
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
、
社
長
に
就
任
し
た
和
風
は
社
業
の
発
展
に
見
合
う
新
社
屋
の
建
設
に
取
り
か
か
り
、
六

年
に
は
、
秋
田
市
で
も
っ
と
も
新
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
社
屋
が
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

新
社
屋
の
屋
上
で
行
わ
れ
た
社
旗
の
掲
揚
式
に
は
、
折
か
ら
来
秋
中
の
若
槻
礼
次
郎
首
相
、
町
田
忠
治
農
林
大
臣
、

田
中
隆
三
文
部
大
臣
も
参
列
し
て
い
か
に
も
華
や
か
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
十
年
頃
か
ら
新
聞
に
対
す
る
軍
部
の
圧
力
が
強
く
な
っ
て
く
る
が
、
和
風
は
敢
然
と
し
て
自
由
主
義
の
論
調
を

守
り
、
決
し
て
無
体
な
権
力
に
屈
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

和
風
は
、
明
治
三
十
二
年
の
初
当
選
以
来
、
市
議
会
に
も
通
算
四
期
か
か
わ
っ
て
お
り
、
長
年
の
幅
広
い
功
績
に
対



し
て
、
昭
和
七
年
と
九
年
に
は
県
か
ら
郷
土
研
究
や
地
方
改
良
の
功
労
者
と
し
て
、
十
一
年
に
は
、
市
か
ら
市
政
功
労

者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

俳

人

和

風

新
聞
人
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
文
化
人
と
し
て
も
和
風
は
第
一
級
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
化
人
と
し
て
の
中
心
を
な
す

の
は
俳
句
で
あ
る
。

和
風
の
父
和
市
は
、
独
学
で
老
荘
の
学
を
き
わ
め
た
と
い
う
篤
学
の
人
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
年
に
秋
田
市
に
市
制

が
し
か
れ
る
や
推
さ
れ
て
市
議
会
議
員
と
な
っ
た
。
世
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
磊
落
な
性
格
で
、
三

昧
坊
の
号
で
俳
句
も

よ
く
し
た
と
い
う
。

和
風
の
文
才
は
、
こ
の
父
に
導

か
れ
て
、
年
少
の
頃
か
ら
見

る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
二
十
歳
の
と
き
の
作
で
あ
る

新
体
詩
「
自
由
の
歌
」
は
、
も
と
も
と
大
阪
の
詩
誌
「
新
体
詩
林
　

六
号
」

に
発
表
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
昭
和
二
年
に

日
本
評
論
社
の

『
明
治
文
化
全
集
　

第
五
巻
』
に
も
転
載
さ
れ
た
。
新
体
詩
が
中
央
の
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、

本
県
で
は
和
風

が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。

俳
句
の
研
究
は
東
京
遊
学
時
代
か
ら
す
で
に
始
め
て

い
た
よ
う
だ

が
、
そ

の
成
果
は
ま
ず

『
今
古
俳
家
逸
話
』
（
明

治
三
十
四
年
）
と
な
っ
て
現
れ
、
以

後
、
『
恋
愛
俳
句
集
』
（
三
十
七
年
）
『
閨
秀
俳
句
集
』
（
三
十
八
年
）
『
俳
家
逸
話
』

（
三
十
九
年
）
『
俳
諧
研
究
』
（
四
十
一
年
）
『
類
題
五
明
句
集
』
（
四
十
二
年
）
『
俳
諧
奇
書
珍
書
』
（
四
十
四
年
）
『
俳



譜
新
研
究
』
（
大
正
元
年
）
と

い
う
具
合
に
矢
継
ぎ
早
に
続
い
て

い
く
。

他
方
、
作
者
と
し
て
の
和
風

は
、
明
治
三
十
一
年
に
地
元
の
文
芸
誌
「
文
華
」
の
選
句
を
担
当
し
た
の
を
初
め
、
「
俳

星
」
（
能
代
市
）
の
創
刊
に
参
加
、
三
十
四
年
に
は
「
俳
諧
初
し
ぐ
れ
」
（
後
改
題
し
て
「
蕗
ず
り
」
さ
ら
に
改
題
し
て

「
俳
詩
」
）
を
主
宰
し
て

い
る
。

ま
た
、
個
人
句
集
と
し
て
は
『
旅
一
筋
』
（
昭
和
元
年
）
『
仇
花
』
（
五
年
）
『
朽
葉
』
（
十
年
）
『
残
り
葉
』
（
十
一
年
）

な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
変
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
は
、
宮
森
麻
太
郎
著

『
英
訳
古
今
俳
句
集
』
に
六
句
が
英
訳
さ
れ
、
海
外
に
も
紹
介
さ

れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
も
に
江
戸
時
代
の
俳
人
で
あ
る
松
尾
芭
蕉
と
上
島
鬼
貫
を
慕
っ
た
と
い
う
和
風
の
俳
句
は
、
自
然
観
照
よ
り
も
人

事
句
に
す
ぐ
れ
て

い
る
と
い
う
の
が
俳
壇
の
定
評
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
だ
け
人
間
に
関
心

が
深
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。

『
裸
』
と
題
し
た
歌
集
（
昭
和
六
年
刊
）
な
ど
も
あ
る
が
、
和
風
の
中
で
俳
句
と
並
ん
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い

る
の
は
郷
土
研
究
で
あ

る
。
中
央
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
充
分
に
成
功
す
る
だ
け
の
才
能
と
識
見
を
備
え
て
い

た
和
風
だ

が
、
遊
学
し
た
一
時
期
を
除
き
、
生
涯
の
大
部
分
を
秋
田
で
過
ご
し
、
郷
土
の
た
め
に
働
い
た
。

早
く
、
明
治
四
十
二
年
七
月
に
は
、
中
央
の
新
聞
記
者
総
勢
二
十
一
名
を
秋
田
に
招
き
、
安
藤
み
ず
か
ら
の
引
率
で

一
週
間
に
わ
た
っ
て
十
和
田
湖
な
ど
を
案
内
、
秋
田
の
景
観
の
優
れ
て

い
る
こ
と
、
産
業
資
源

の
豊
富
な
こ
と
な
ど
を

宣
伝
し
た
。
帰
京
し
た
記
者
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
社
の
新
聞
を
通
じ
て
秋
田
県
内
に
眠
っ
て
い
る
産
業
や
観
光
資
源



の
豊
か
さ
を
広
く
読
者
に
紹
介
し
た
。

郷

土

史

家

和

風

そ
の
後
も
郷
土
発
展
の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
郷
土
史
家
と
し
て
の
和
風

の
仕
事
は
、『
秋
田
の
土
と
人
』

二
巻

（
昭
和
六
年
）
『
秋
田
勤
皇
史
談
』
（
同
）
『
秋
田
五
十
年
史
』
（
七
年
）
『
秋
田
人
名
辞
典
』
（
同
）
な
ど
と
し
て
結

実
し
、
郷
土
史
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
今
で
も
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
る
。

句
作
三
千
、
著
書
十
数
部
と
い
う
著
作
活

動
と
は
別
に
、
秋
田
史
談
会
を
組
織
す
る
な
ど
、
安
藤
は
秋
田
城
址
の
史

跡
指
定
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
し
、
秋
田
蘭
画
に
対
す
る
造
詣
も
深
か
っ
た
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
ロ
ー
マ
字
の
普
及
に
熱
心
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
若
い
時
分
に
東
京
の
「
ロ
ー

マ
字
会
」
に
入
会
し
、
秋
田
魁
新
報
を
主
宰
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
紙
面
の
片
隅
に
ロ
ー
マ
字
欄
を
設
け
た
り

し
て

い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
ま
り
名
前

が
出
て
こ
な
い
が
、
大
正

十
年
に
始
ま
り
、
戦
争
に
よ

る
長

い
中
断
は
あ

っ
た
も
の
の
、

平
成
十
五
年
度
現
在
で
六
十
九
回
を
数
え

る
全
県
少
年
野
球
大
会
な
ど
も
魁
新
報
社
の
主
催
で
あ
り
、
和
風
も
主
催
者

側
の
最
高
責
任
者
と
し
て
陰
で
大
い
に
尽
力
し
て
い
る
。

和
風
は
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
に
七
十
歳
で
物
故
し
た
が
、
昭
和
四
十
一
年
に
、
東
京
千
代
田
区
の
千
鳥

ヶ
淵
公
園
に
あ
る
〈
自
由
の
群
像
〉
記
念
碑
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
た
。



こ
の
碑
は
、
わ
が
国
新
聞
界
の
先
覚
功
労
者
を
讃
え
る
も
の
で
、
ほ
ぼ
一
世
紀
に
わ
た
る
間
に
、
言
論
の
自
由
、
世

論
の
啓
発
に
一
生
を
捧
げ
た
、
日
本
を
代
表
す
る
新
聞
人
の
氏
名
が
刻
さ
れ
て
お
り
、
新
聞
人
に
と
っ
て
は
最
高
の
栄

誉
で
あ
る
。

よ
く
名
前
の
知
ら
れ
た
人
で
は
、
時
事
新
報
の
福
沢
諭
吉
、
江
湖
新
聞
の
福
地
源
一
郎
、
日
本
の
陸
羯
南
、
国
民
新

聞
の
徳
富
蘇
峰
な
ど
が
い
る
が
、
秋
田
県
人
で
こ
こ
に
記
名
さ
れ
て
い
る
の
は
和
風
と
、
大
正
四
年
秋
田
中
学
卒
の
人

見
誠
治
の
二
人
だ
け
だ
し
、
東
北
地
方
全
体
を
見
渡
し
て
も
、
河
北
新
報
の
元
社
長
な
ど
数
人
が
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

い
か
に
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
か
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
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